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(2)     ū   ā  







(3) ṅū ṅ  š  ā  
 prn	 	 place	 	 two	 	 house.pl	 	 exist.grd
 ‘Rinku	has	two	houses.’
次の例では，形容詞が名詞を修飾している。形容詞は名詞に先行する。
(4) a. ō  ṅ    ōā  ū
  3prn:pl	 all		 	 place	 	 good	 	 bag	 	 exist
  ‘They	have	a	good	bag	with	each	of	them.’
 b.     ē ōṭṅ  šō  ṅ  ā












(5)     ǰ  ṅū     ī ō   ššē   āī
 2prn:sg	 	 this	 door.dat  2prn:sg:gen		 all		 strength	 	 send:pf  push.inf.cond.even
 j  ēṅī   ṅ






(6)     	 	  ū  ṭč





(7) a. ǰ  š  ā  šā    ū  ṅā  ū
	 	 this	 two	 	 story.pl	 	 	 resemble.mdl.grd.attr  cop 	 same.attr   neg.cop
  ‘These	two	stories	resemble	each	other,	but	not	same.’
 b. ǰ  š  ā  ṅā  (ū)
	 	 this	 two	 	 pen.pl	 	 different.attr   cop
  ‘These	two	pens	are	different.’
 c. ǰ  š  ō  ā  ā    ū
	 	 this	 two.gen	 	 inside		 	 which	 	 	 stick	 	 	 long	 	 	 cop
  ‘Which	is	longer,	this	stick	or	that?’
数詞も名詞に前置されれば，その名詞が表わすものがその数だけあることを表す。
(7c) は，名詞句内に名詞がない例である。š が名詞的に「2 つのもの」という
意味となり，属格標識を取っている。
次例は，指示詞と形容詞が名詞に先行する例である。
 4 j が単体で用いられた場合は，「これ」の意味である。ただし，「これの」のように属格の意味の場合は，jū と母
音が長くなる。
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(8)     ṅ    ō   ǰ		  ē    šš
 1prn:sg.ins  1prn:sg:gen		 young_day.loc		 this	 	 big	 	 field	 	 cultivate.dpt
 ‘I	cultivated	this	big	field	in	my	young	days.’
次の例では，数詞と形容詞が名詞に先行している。
(9) š ē ṅā ō jj    ē




(10) čē  ǰ		  ṅā  ē	  šāī   ū  āň
	 please	 	 this	 	 five	 	 big	 	 empty	 	 bottle.pl.dat	 	 throw_away.2s:sg
 ‘Please	throw	away	these	five	big	empty	bottles.’
複数の修飾語が一つの名詞句内に生起する場合，修飾語の語順には制限がある。
ṅā，ē，šāī の語順は 6 種のパターンがありうるが，上の語順の他に許される
のは，形容詞の語順を入れ換えた ṅāšāī ē だけである 5。
(11)      ṅē  ṅē	    ū
	 one	 	 tall	 	 	 old_lady		 English	 	 	 lady	 	 	 	 come.pr
 ‘Here	comes	a	tall	old	English	lady.’
上の ，ṅē，ṅē の 3 語で構成される語順は，上の例の他に
ṅēṅē，ṅēṅē の 2 種のみであり，ṅē と ṅē が上








 6 ただし，ṅē は ‘foreign’ という意味でもありうるので，固有形容詞と見るべきではないかもしれない。























(12) では，「冷たい」を意味する形容詞  に接尾辞 -ā が付いている。
(12) āā  ī
	 cold.attr/cold.attr	 	 	 water
 ‘cold	water’




 9 ただし，そのことによって筆者が，Dixon と同様，あらゆる言語に形容詞という品詞クラスがありうると考えて
いるわけではない。
10 -ā と，後述する -ā は形式がよく似ているので，語源を同じくする可能性がある。動名詞を作る接尾辞
- または - が付いた上に -ā が付加されれば，発音が -ā に変化することは容易に想像できる。しかし，
今のところインフォーマントは V--ā というように発音することを容認しないため，母語話者の意識とし
てはこのような接辞の組み合わせで成立するものではない。ただ，もしこの組み合わせで成立しているなら，
-- という接尾辞で名詞化された動詞に -ā が付くという説明が可能である。なお，この接辞とチベット語の
^ の機能と形式が似ているが，キナウル語では -ē が女性形として用いられることがある。cf. 例 (19)
11 この語末 - がある場合とない場合について，筆者は，かつて，たんに音節末の子音連続が単純化したかどうか
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例も，形容詞 š に -ā が付加されている。
(13)     šā  ō   ōš





(14)     ōṭō    ā  ā*ā     ū
 2prn:sg	 	 restaurant.loc	 	 very	 	 delicious/delicious.attr/delicious.attr	 	 food
 ā   
	 eat.inf  be_able.grd
 ‘You	can	eat	very	delicious	meal	at	the	restaurant.’
なお，形容詞には，上で ā が容認されないように，-ā は付加できな
い 12。次の例でも，ā は「よい方」という意味である。
(15)     jū  ā  ā  ā   ā




















(16)   ō  ē   ṭī    ā




意味を表わす。例 (17) で，(17a) は「髭をたくわえた人」，(17b) は，話者がいく
つかのロウソクを比べながら，「これにしておく」と言っている。
(17) a.     īā  ī   ṅ
  1prn:sg.ins	 	 beard.attr  person  see.pt.1s
  ‘I	saw	a	bearded	man.’
 b. ṅū   ūā  ī  ň






(18) šāū  āā	 ī  ū
 psn 	 father.attr  psn.emph    cop
 ‘It	is	Ravinder	who	is	the	Shalu’s	father.’
いずれにせよ，-ā は名詞に付加される。
次の例は，-ā ではなく -ē が用いられている。これは，被修飾名詞が女性
である場合，用いられることがある。
(19) ēš  āē           
 psn 	 	 black.hair.attr:fem	 	 	 lady	 	 	 	 good	 	 	 	 think.grd
 ‘Ramesh	likes	a	dark-haired	girl.’
















(20) ṭšīṅ ṅā*ṅā  ī     ū
 psn.dat	 	 wait.attr/wait.attr    person  psn    cop
 ‘The	person	who	is	waiting	for	Tashi	is	Ravinder.’
例 (21) では，-ā が動詞 -	‘cry’ に付加されている。この動詞は否定辞
- を伴って名詞 čṅ	‘child’ を修飾する。
(21) ṅ  ā*šā  č ṅ  ā ū
	 now.till	 	 	 	 neg.cry.attr/neg.cry.mdl.grd.attr	 	 	 	 	 boy	 	 now	 	 cry.pr
 ‘The	boy	who	didn’t	cry	till	now	is	crying	now.’
なお，šā が容認されないのは，中動態接辞 -š14 が付加されているか
らである。(22a) は -ā が動詞 - ‘kill’ に付加されて，名詞 ī を修飾する。
šā はこの文では許容されない。しかし，(22b) では，šā が適格で
あり，ā は不適格である。つまり，中動態接辞 š- は，被修飾名詞が，動
詞の意味的目的語の時，挿入される。この点の詳細は，Takahashi（2012）を参照
のこと。
(22) a. jīṅ ā*šā   ī  čō ē
	 	 teacher.dat	 	 kill.attr/kill.mdl.grd.attr	 	 	 	 person	 thief	 	 cop.pt
  ‘The	person	who	killed	the	teacher	was	the	thief.’
 b. čō  šā*ā   ī  jī  ē









(23) čāšā   čṅū  j  ň
	 dance.mdl.grd.attr	 	 child.pl.dat		 this	 	 give.lv.2s
 ‘Please	give	this	to	the	children	who	are	dancing.’
筆者のインフォーマントは，時に接尾辞 -š15 がこの文脈で過去を表していると
言うが，それはつねに正しいわけではない 16。(24) では，主動詞  がこの状況
が習慣的に行われていることを表しており，ṭšā は ā	‘now’ と共起する
ことができる。したがって，この形式は過去を意味していない。
(24)   ṭšā*ṭā    ā  
 I.ins	 	 break.mdl.grd.attr/break.attr		 box	 	 	 	 father.ins burn.grd
 ‘Father	burns	the	box	which	I	break.’






(25)   ō  ū  āā    ṭūā  ō ṅ ī  




15 実際には，本稿は，接尾辞 -š の機能を明かにしようとするものではない。しかし，これらの例が示しているのは，
-š が，被修飾名詞が，修飾する動詞の目的語である場合か，または，動詞の主語名詞が複数である場合に用い
られているということである。Takahashi（2012）を参照されたい。
16 実は，過去を表わす接尾辞として -š という形式が考えられる。これは，主語人称接辞を伴わない形式であるた













きる。しかし，現在分詞は -ā や -ā を付加することができず，また名詞を
修飾することはできない 19。
(26) は，動名詞による修飾の例を示す。接尾辞 - によって修飾する動詞は，
- が付加された動詞の元の主語である名詞を修飾する。
(26) a. šī		  ī
	 	 die.grd  person
  ‘dead	person’
 b. 	  ī
	 	 kill.grd  person
  ‘the	person	who	kills	(somebody)’
通常，- も -ā も名詞を修飾できるが，次に見るように，できない場合も
ある。その違いについては明らかではない。
(27) a.   ?ā   ā  ň
	 	 that	 	 make_dry.grd/make_dry.attr	 	 clothes	 	 bring:1-2o.2s
  ‘Bring	those	dried	clothes.’
 b.   ššā    ā  ň




18 これらの形式については詳述しない。完了分詞は動詞語幹の重複または動詞語幹が接尾辞 - を取る。現在分詞
は -ō，動名詞は - または -，不定詞は - を取る。定形については，高橋（2012）を参照のこと。また，非定
形については，高橋（準備中）を参照されたい。
19 Sharma（1988: 107）は，現在分詞が名詞を修飾することができ，例として š	‘dying	man’ を挙げている。こ
の Sharma と筆者のデータの違いは，そのインフォーマントの方言の違いによるのかもしれない。
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(28) a. *āā  īū
	 	 eat:pf		 	 person/food
 b. ū  ā	  īā?ī
	 	 food	 	 eat.grd  person.pl/person
  ‘the	people	who	eat	food’





(29) a. šīšī   ī
	 	 die:pf   person
  ‘dead	person’
 b. ā   ī
	 	 kill:pf   person
  ‘killed	person’
(30) š20	 	 ī










20 š の末尾の接尾辞 - は，重複の異形態である。






かし，接尾辞 - と - をもつ動詞は，名詞を修飾する際，-ā を取る。例 (20)
を参照のこと。上で述べたように，-ā は名詞に付加されるので， は
名詞化された形式と考えることができる。例 (31b) では，動詞 š- が接尾辞 -
と - を取り，それに接尾辞 -ā ではなく -ā が後続する。
(31) a.  (*ā)  ščā  ū    ā
	 	 that	 very	 	 	 strong.attr   cop 	 that.ins  neg.be_able.inf.lv.oblg.attr
  ṅā ū22
	 	 rock.pl	 	 carry.pt
  ‘He	is	strong,	because	he	carried	heavy	rocks.’
 b. šāūṅ  āī  šā   (ū)
  psn.dat	 	 	 very	 	 study.inf.lv.oblg.attr  cop
  ‘Shalu	has	to	study	much	more.’
Sharma（1988: 106）は，š（本稿の -ā と同じものと思われる）を提示し，
‘derived	adjective’ の形式要素としている。また，Sharma（1988: 171）の /-zea ～


















(32) a. āā  ā  ū
	 	 stick.pl	 	 	 small.pl/small	 	 	 cop
  ‘The	stick	are	short.’
 b. j    ē ū
	 	 this	 house		 big	 cop
  ‘This house is big.’
(33) a.   ā
	 	 long	 	 	 stick
  ‘a	long	stick’
 b. ā  ā




ただし，(34) の ā は，実際には [littseja:] と発音されるが，- が，-ā
を取っている。
(34) ā*ā   ī
	 become_cold.attr/cold.attr	 	 water
 ‘the	water	which	became	cold’
しかし，同時に ā は不適格である。このことは，- が ‘to	become	cold’
を意味する動詞であり， の末尾の - が名詞を作る接辞であることを示唆する。
そのため，(34) にあるように，ā は適格であるが，ā は適格ではな
いと考えられる。
ただし，(34) を p. 6 の (12) と比べてみると，後者は -ā が - にも  にも
付加されうることがわかる。つまり，- は曖昧であり，さらなる研究が必要で
ある 24。






























1 1st	person gen genitive o object
1-2 1st	and/or	2nd	person gt general	tense oblg obligation
2 2nd	person inf infinitive pf perfect
attr attributive ins instrumental pl plural
cop copular	verb loc locative pr present
dat Dative lv linking	vowel psn personal	name
emph Emphatic mdl middle	voice pt past
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